
  

 

 

 

   

―かほく市学校司書連絡協議会― 

令和３年度「うちどく(家読)」活動 

かほく市読書推進活動の一環として、市内９小中学校で市 PTA 連合会主催の「コミュニ 

ケーションウィーク」とタイアップし、取り組みを始めることができました。 

「うちどくしたよ！」（取り組み事例）を掲示 

市内９小中学校の「コミュニケーションウィーク」での「うちどく」の様子を、中央図書

館で掲示、ホームページに掲載しました。 

「うちどく」の良いところ 
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  「うちどく」への想い 

 

 

 

 

 

 

 

０、 

今年度をふり返って 令和４年３月 

本を通して家族でのコミュニケーションを広

げ、会話のきっかけになればと思い、「うちど

く」の活動に取り組みました。本を読む習慣

があまりない、どんな本を読ませたらいいか

わからないという方は、かほく市立中央図書

館をご活用ください。テーマに沿った展示コ

ーナーや、ティーンズのコーナーを設けてお

ります。                 （K.K） 

コロナ禍の中、再度、うちどく（家庭読書）が脚光を浴び

てきました。「うちどく」の良さをもっともっとみなさんに知

っていただき、実際にやってみてほしいです。きっと、今

よりもっと「うちどくってすてきだな」、「本が家族のコミュニ

ケーションツールになるんだ」など、一人でも多くの方に

感じていただけると嬉しいです。「うちどく」について、もっ

と知りたい方や興味のある方が増えたらいいなと思いま

す。なお、来年度もうちどく活動は継続していきますので

よろしくお願いします。                 (A.A) 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「うちどく」をすすめるにあたって、「中学生は

忙しくて、平日の読書は難しい･･･」という意見

も耳にしました。じゃあ週末だったら？日頃は

勉強や部活で忙しくても、たまには読書で心の

ひとり旅に出ておいで、というのはどうでしょ

う。新聞の興味ある記事を親子で読み、話す。

それも読書です。ほんの少しの時間でも、自分

をリフレッシュさせたり、言葉の使い方を知っ

て自分の引き出しを増やしたり。楽しみの時間

を一つ作ってあげませんか。 

ゲーム→読書、無理？ 
 みなさんは、ゲームにはまっているお子さんを 

読書に誘うのは無理だと思っていませんか。読書は 

いいってわかっているけれど、ゲームの前から離れ 

ない、そんなお子さんを読書に誘う方法をいくつか 

考えてみました。 

・ゲームを取り上げる→反発される× 

・本が手軽にとれる環境をつくる 

→お金がかかる？図書館へ！！◎ 

・ゲームの攻略本を買う→本は本でも？！△ 

・子供の近くで下の子に読み聞かせを始める 

→意外に聞いているかも○ 

・以前自分がはまった本の話を身近な人とする 

→聞いていれば効果がある？△ 

・自分が本を読み始め、集中する→その姿を 

いいと思ってくれるかどうかにかかっている！○ 

https://www.kodomodokusyo.go.jp/ 

https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/gakusyus

hien/campaign_2021.html 

 

http://uchidoku.com/htdocs/ 

みなさんは、 

ほかにどんな方法が 

あると思いますか？  

(N.S) 


